
　　　　　　	
  

★　ビニールハウス燃料費を低価格で購入、冬季も栽培したい！	


★栽培効果の高いアミノ酸液肥を低価格で手に入れたい！	


★肥料・燃料・ボイラー・装置事業を拡大したい！	


★異業種参入を考えている！	
  

このように感じた経験のある方は、ぜひご参加下さい。	


第４回　バイオマス・リサイクル事業の展望　　in　北海道	
  

〜亜臨界アミノ酸液肥・固形燃料生産システムで強い農業経営へ！〜	


生ごみや下水道汚泥など地域から出る「ごみ」が地域の宝となります。	
  
地域が潤う地域循環のあり方について、皆で考えましょう。	


開催日程：2014年12月4日（木）	
  
時　　　間：18時～20時30分	
  
場　　　所：とかちプラザ２階視聴覚室	
  
　　　　　　　　　　（帯広市西４条南１３丁目１）	
  
講　　　師：橋本昭夫他	
  
（株）全国亜臨界肥料管理機構　代表取締役会長	
  
NPO法人北海道資源循環研究所　理事長	
  
北海道亜臨界肥料流通機構　専務理事	


♦お申し込み先♦	


主催　北海道亜臨界肥料流通機構（代表理事・飯澤理一郎北大農学部名誉教授）	
  
共 催　 特定非営利活動法人　北海道資源循環研究所(h-­‐sigen.jimdo.com)	
  
　　　　  株式会社　全国亜臨界肥料管理機構	
  
後援　 公益財団法人　浜松地域イノベーション推進機構	
  
担当事務局　　三浦　公明	


＜プログラム＞	
  
１７:４０    受付開始	
  
１８：００ 　開会挨拶	
  
１８:１０　 講演　	
  
１９：２０　 アンケート	
  
１９：４０　質疑・意見交換　　	
  

メール：hasimoto.akio@ivory.plala.or.jp	
  
	


札幌市で市民恊働のリサイクル事業を先導してきた橋本昭夫氏等による講演です。	


F	
  	
  A	
  	
  X	
  　:　０１１−３７５−１４３２	
  

★ごみリサイクルから、環境問題を考えたい！	


※お名前、所属団体、業種、連絡先、参加人数	
  
などお書きの上、お申し込みください。	


★地元自治体市町村にバ
イオマス資源化工場建設
を促し、農家等に廉価な
肥料・燃料を供給する仕
組みを考えます。	


電　話　：　０１１−８９７−６２０９	


NPO法人北海道資源循環研究所　佐藤	



